
評価基準 A 十分達成できた B ほぼ達成できた C あまり達成できなかった D 全く達成できなかった

だれがいつ どのように
生

徒

保

護

者

教

職

員
評価 達成状況

評
価

所 見

・国・県の学力調査

・国・県の学力調査

全
教
職
員

年
間

・授業公開等の機会に指導主
事または研究主任による研修
を設定し、全教職員でうけ
る。
 ・各種研修の成果を自己の
実践に繋げたり、校内に伝達
したりする。

2

学
力
向
上
推
進

A

・授業公開等の機会において、指導主事による研
修をうけたり、校内で協議したりした。校内で共
有した成果や具体的方策を、自身の授業実践に生
かした。
 ・研修で学んだ内容を校内に伝達し、それぞれが
自己の実践に繋げた。

・引き続き、各自で各種研修に
積極的に参加し、それを校内に
伝達するなど、それぞれの実践
に繋げられるようにする。

A

生徒一人一人が考えて発言出来る
ように工夫されていた。また、先
生の創意工夫が感じられる授業も
観ることができた。全教職員間で
研修の学びや方策を共有し、校内
に伝達し、自己の実践に繋げられ
たことは評価でききる。

・行事
・授業公開日

個に応じた
特別支援教
育の充実

生徒一人一人
の教育的ニー
ズに応じた支
援が図られて
いる。

全
教
職
員

年
間

・週２回職員朝礼の際に、各
学年部より生徒の情報を発信
し、全教職員で生徒について
の情報を共有する。
 ・学期末面談や教育相談を
行うことによって生徒の状況
を把握し、個に応じた指導・
支援につなげる。

3

生
徒
指
導
推
進

4 3  4  5  6
・教科担当者へのアン
ケート（前年度末）

A

・職員朝礼時には各学年部より生徒の情報を発信
し、共有して指導に活かすことができた。
 ・期末面談や教育相談を行い、本人や保護者とと
もに、個に応じた指導・支援につなげることがで
きた。

・全ての教職員が共通認識で生
徒に対応するべき部分について
周知徹底を図る。
 ・生徒自身の成長に向けて、そ
れぞれの方法で必要な関りをと
ることを心がける。

A

小規模校の良いところは、全教職
員が生徒を共通認識しやすく、個
に応じた指導・支援を全体で行え
るところだと思うので、今後も継
続していただきたい。生徒アン
ケートでは、教育相談で多くの生
徒が自分のことを「伝えられた」
と答えており、良い関係性が保た
れていると思った。

・学校便り

基礎・基本
の定着

朝の始まりの
時間を大切に
し、基礎・基
本の定着と学
習習慣の定着
が図られてい
る。

全
教
職
員

年
間

・朝活動については、タブ
レットでの学習に取り組み、
朝の時間が落ち着いて過ごせ
るようにする。
 ・個々の生徒の実態に即し
た課題に取り組ませる。

4

学
力
向
上
推
進

51  2  3 2
・国・県の学力調査意
識調査

A

・朝活動の１５分間でタブレット学習に取り組む
ことで、朝の時間を落ち着いて過ごしている。
 ・タブドリLive！の実施率は高まっており、タブ
レット学習の習慣作りに繋がった。

・学力向上推進部としては、継続して朝活
動の時間はタブレット学習に取り組むよう
計画する。また、週担任は職員朝礼後早め
に学級に入り、タブレット学習への取り組
みを見守る。

A

タブレット学習の定着が見られ、
落ち着いて過ごせているのはとて
も良いことだと思った。具体的方
策にもあるが、「個々の生徒の実
態に即した課題に取り組ませる」
場としても有効だと思う。

・学校便り

学校行事の充
実を図ってい
る。

全
教
職
員

年
間

・体育祭や音楽会、修学旅行
などの学校行事でねらいを明
確にし、達成感をあじわわせ
る。

6
教
務

6 7  8
・行事後の振り返り
 ・アンケートＱ-Ｕ

A

・どの行事も事前に目標を立てて臨み、振り返り
には自分の取組を肯定的に評価する生徒がほとん
どであった。特に縦割りの組編成で取り組んだ体
育祭は、他学年への感謝の気持ちを表す記述もあ
り、これを掲示することでお互いの達成感と江東
中の所属感を共有することができた。

・事前の目標立ては今後も続け、生徒
が自分の努力することを意識して行事
に臨めるような指導を継続する。

A

少ない生徒数の中において、一生
懸命に取り組んでいる姿に感銘を
受けた。一人一人が学校行事を通
して、達成感と江東中の所属感を
共有して高めていけたことは素晴
らしいと思った。各行事も見直し
を図りながら、より良く実施され
ていると思う。

・行事

・ポートフォリオ（生
徒） ・アンケートＱ-

・講演会後の振り返り

生徒が自己理
解を深め、自
身のキャリア
プランニング
能力を養う取
り組みを行っ
ている。

全
教
職
員

年
間

・職場訪問や職場体験、調べ
学習など自らのキャリアを考
える活動を通して職業観・勤
労観を育てる。

8

進
路
指
導

8 6 11

・職場訪問の生徒の振
り返り
 ・職場体験事後のア
ンケート
 ・職場体験の生徒の
振り返り
 ・キャリア講演会の
振り返り

A

・職場体験において事業所での体験が、自分の将来や
働く意義を考える良い機会となった。
 ・職場体験やキャリア講演会が自己理解を深めるきっ
かけとなり、将来に向けての視野が広がった。

・関係機関との連携を深め、具
体的な学習の方向性を生徒に提
示できるようにする。

A

身近な地域の方のキャリア講演会
や職場体験は、生徒にとって初め
て「働く」こと、「将来」のこと
を考える良い機会であり、地域の
人達にとっても子供や学校を理解
する良い機会だと思う。引き続き
お願いしたい。

体験活動や地
域で働く人の
思いを聞き、
ふるさとへの
愛着を育て
る。

全
教
職
員

年
間

・地域の「ひと・もの・こ
と」を活用できるように、計
画的に学習活動を行う。

9
教
科

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間

8  9 512  13

・成果物
 ・活動後の振り返り
 ・県学力調査意識調
査

A

・各学年とも地域の方々の協力を得てふるさと学習を
行うことができた。
 ・生徒の感想には講師の方の生き方や考え方から学ん
だことの記述が多くみられ、自分の今の生活や将来を
考えるよい機会となっている。

・地域資源を活用した学習活動
が行えるように、てごねっと石
見ほかと連携し、今年度同様に
取り組みを進める。

A

地域の方々と学校が共通理解を
もって、生徒がふるさとに愛着を
もてるような学習がは評価でき
る。今頃は地域で見かける子が少
なくなり、地元のことを知らない
生徒や学校のことを知らない地域
の人達が多いと感じる。今後はぜ
ひ、議会の傍聴や「議員と語る
会」などを企画してほしい。

防災意識の向
上のための取
組を行ってい
る。

全
教
職
員

年
間

・学期に一回の避難訓練を実
施し、防災意識の向上を図
る。

10 10 14
・訓練後の振り返り

・消防署からの指導
A

・１学期は３年間、市総務課の出前講座を活用して、
防災学習を通して地域の避難所として、生徒が実際に
どのような行動ができるか考えることができた。
 ・２学期の火災訓練では、冷静に避難行動ができた。

・引き続き生徒の防災意識の向
上を図るために計画的に実施す
る。

A

昨年の能登半島地震においても、
中学生が割り当てられた仕事を責
任をもって行う姿が報道された。
中学生にはそれだけの力があるこ
とを認めて、委ねることも大切だ
と思う。積極性・自主性をさらに
高める学習を期待する。また、災
害はいつ起こるかわからないし、
予想できない事が多く起こってい
るからこそ、繰り返し防災意識の
向上を図るため計画的に実施して
いただきたい。

・学校便り

安全意識の向
上のための取
組を行ってい
る。

全
教
職
員

年
間

・１年生対象に交通安全教室
を行う。
 ・交通安全の意識を高める
ために、朝礼・終礼（部活終
礼）時に交通安全のルールの
徹底と安全タスキの着用を呼
びかける。

11

生
徒
指
導
推
進

11 8 ・活動後の振り返り A

・１年生を対象に、入学直後の４月に行うことができ
た。
 ・江東駐在所の方の講話や校庭での試乗を行い、ヘル
メットの必要性と自転車点検の大切さについて改めて
考えることができた。

・交通安全教室は自転車通学を始めた
ばかりの１年生にとって意義のある活
動である。来年度も４月中に実施する
ようにする。

A

引き続き交通安全意識の向上の取
り組みを実施していただきたい。
自転車に不慣れな生徒のために早
期に指導をお願いしたい。不審者
や動物等への注意も同様に声掛け
をお願いしたい。

・学校便り

情報モラル教
育の充実のた
めの取組を
行っている。

全
教
職
員

年
間

・生徒の実態把握のためのア
ンケートを実施し、指導に生
かす。
 ・情報モラル講演会等を活
用して、生徒の実態に即した
指導を行う。

12

生
徒
指
導
推
進

 
保
健
指
導

12 9 15
・講演会後の生徒の振
り返り
 ・国・県の学力調査

B

・講演会後のアンケート結果から、メディアの使い方
によっては犯罪の被害者にも、加害者にもなってしま
うことが「十分理解できた」「理解できた」とほぼ全
ての生徒が回答している。

・1学期の講演会の前後で指導をしたため、
講演会の後、生徒の意識はとても高まっ
た。今後は2学期以降継続して、情報モラル
について考える機会を学校全体で設定した
い。

A

情報モラル教育は毎年継続的にさ
れて、生徒の理解も意識も高まっ
ていると思う。最も重要な教育の
ひとつになので、今後も継続し
て、生徒が犯罪に巻き込まれるこ
とがないように、学校だけでなく
地域も取り組むべき課題だと思
う。

・行事
・授業公開日
・学校便り

地域の力を
活用した学
習活動の支
援体制の推
進

・地域のひと・
もの・ことを活
用した学習活動
の支援体制を整
えている。

全
教
職
員

年
間

・事前・事後に地域の人たち
と教職員をつなぐ役割を果た
し、支援体制を整える。

13 16 A

・各学年のねらいに即した人材選定に助言や交渉を行
い、地域の方と交流できた。
 ・特別支援学級の畑づくりでは地域の方に土づくりや
植え方を教わることができた。

・引き続きふるさと江津について学年
ごとに学びが深めるように支援をす
る。

A

地域の農家の方に協力してもら
い、畑作りを行い、収穫する喜び
は、大人も子供も同じで、ピーマ
ン、きゅうり、さつまいもと収穫
の喜びもひとしおだったことと思
う。地域の魅力・江津の魅力が生
徒に伝わるよう、引き続き支援を
お願いしたい。

学校予算の
適正活用

適切で有効な予
算計画を立て､適
切な執行を行っ
ている。

全
教
職
員

年
間

・前年度の執行状況と本年度
の教育計画から費用と予算の
見直しを行い、適切に執行す
る。

14
事
務

17 A
・2学期末までのところでは、適切に執行できている。
・公費での支出を基本に保護者負担軽減の方向で計画
を立てることができた。

・今年度の執行状況も参考にして来年度の
予算計画を早めに立て、引き続き保護者負
担軽減に努める。

A 引き続きお願いしたい。
・会計監査
（PTA会長）

安全な学校環境
作りの取組を
行っている。

全
教
職
員

年
間

・月ごとに安全点検を行い、
その結果を活用して改善す
る。

15
管
理

12 18 A

・毎月安全点検を実施し、修繕が必要な場所をこまめ
に直し、安全に配慮できた。
 ・学校で修繕できない箇所は市教委に適宜連絡して修
繕を行うことができた。

・今後も毎月の安全点検を実施して、安全
な学校環境を維持する。

A 校舎も古くなっているので、粘り
強く修繕のお願いをしてほしい。

・安全点検表

学ぶ場にふさわ
しい学校環境作
りの取組を行
う。

全
教
職
員

年
間

・ICT機器などが利用しやす
い環境を整えるＩCT支援員等
と連携して、準備・管理をす
る。

16
管
理
情

報
・
視
聴

覚 A

・生徒のタブレット活用が促進するように環境を整え
ることができた。
 ・ＩCT支援さんと連携できるように教職員をつなぐこ
とができた。

・生徒がタブレットをより活用できるよう
に環境整備に心がける。

A
習うより慣れよ、だと思うので、
壊れることを恐れずに活用された
らいいと思う。

効果的な情
報発信

家庭、地域に向
けての定期的な
情報発信や地域
行事等への協力
を行っている。

全
教
職
員

年
間

・学校だよりを定期的に発行
し、地域コミュニティーセン
ターにも情報を伝達する。
 ・ホームページや保護者
メールを通して、学校の方針
や教育活動、生徒の様子等を
適宜配信する。

17

管
理
情
報
・
視
聴

覚 13 11 19 A

・学校だよりをカラーで印刷して地域のコミセンにも
継続して配付した。
 ・ホームページを定期的に更新し、保護者メールでも
適宜情報発信できた。

・今後も地域に情報発信を継続して行い、
保護者にも学校の様子をわかりやすく伝え
ることを続ける。

A

積極的に情報発信が行われてお
り、家庭・地域に伝わる努力をさ
れていると思う。テトルの活用も
効果的にされていて良かったと思
う。

・江東中授業３ステップ（め
あて・協働的な学習・振り返
り）を意識した授業を構成
し、ICTを活用しながら協働
的に学ぶ学習活動を設定す
る。
 ・授業の振り返りやタブ
レット学習等により、学習内
容の定着を図る。

学校関係者評価委員評価

備考

目標達成のための具体的方策
評価方法（評
価アンケー

ト） その他の
 評価方法

自己評価

改善の方向性

令和６年度 江東中学校 学校評価

授業３ステップの実践や、ICT活
用の推進も意識して取り組まれて
いるところは評価できる。タブ
レットを使った授業を参観させて
いただきうまく活用していると感
心した。教科により取り組みに差
があるのは生徒のアンケートにも
表れていたので、統一して引き続
き実践してほしい。

・行事
・授業公開日

・めあてを掲げる授業者は昨年度に比べて増え
た。授業でのICT活用も増えている。
 ・江東中授業３ステップを意識した授業構成によ
り、学習内容の定着に繋がった教科がある。
 ・授業３ステップもICT活用も、ほぼされていな
い教科がある。

・全授業者が、年度当初に確認した学力向
上のための具体的方策を実践していくよう
自己目標シートに盛り込み、中途面接で振
り返る。
 ・学力向上推進部としては、職員研修を通
して自身の授業を振り返ってもらう機会を
作ったり、授業３ステップの実践を引き続
き呼びかける。

短期目標 評価の観点
担当
 分掌

1

学
力
向
上
推
進

中期
 目標

（

１
）

学
力
の
育
成

授業改善と
教科指導の

充実

校内研究テー
マにに基づ
き、授業改善
および指導の
工夫がなされ
ている。

全
教
職
員

年
間

1  2  3

1  2

B A

・体育祭では実行委員生徒を中心にスムーズな運
営を行うことができた。その他の活動において
も、他学年の生徒との関わりの中でそれぞれの役
割を果たすことができた。生徒数の減少に伴い、
年度当初の計画から変更することも多く、教員主
導で進める場面もあったので主体的な活動という
点では十分ではなかった。

・新生徒会組織でも、引き続き他者と
の関わりを深める活動を設定していき
たい。

6  7 4 6 B

生
徒
指
導
推
進

 
生
徒
会

全
教
職
員

年
間

（

２
）

人
間
力
の
育
成

より良い人
間関係作り

主体的で協働
的な生徒会活
動ができてい
る。

全
教
職
員

年
間

・縦割り班や生徒会活動を通
して、他者との関りの中で主
体的な活動の場面を設定す
る。

5

・人権集会に向けた取組を計
画的に行う。
 ・人権週間において、生徒
一人一人の人権意識が高まる
ように講演会を設定する。

7
人権教育の

充実

生徒の人権意
識の高揚を
図っている。

・行事
・授業公開日
・学校便り

B

体育祭、音楽発表会、人権研修会
等で生徒それぞれが持ち分を発揮
し積極的に活動していると感じじ
た。また、縦割り班活動が多い
中、他者の意見を尊重したり、関
りを深めることは出来ていると思
うが、主体的な活動という面では
十分ではないので、先生方に指導
していただきたい。

・行事
・授業公開日
・学校便り

A

人間力の育成において人権教育は
とても大切で、計画的に継続して
取り組むべきものだと思う。人権
擁護委員の皆さんと積極的に意見
交換を行うことができていた。身
近な問題はもちろんだが、思い込
みや「知らない」ことで社会に出
て後悔しないよう生徒を導いてい
ただきたい。

・行事
・授業公開日

人
権
・
同
和
教
育
推
進

9  10

・行事
・授業公開日

A

・人権集会において、「誰もが居心地の良い
学校」にするにはどうすればいいのかをテー
マに講演会の講師の方と一緒に考え、決意を
発表することができた。
 ・人権週間には、学級委員のリードで人権
についての情報を共有することができた。

・年間を通したテーマを設定し、計画
的に人権教育を進める。

（

３
）

社
会
力
の
育
成

ふるさと・
キャリア教
育の充実

（

４
）

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

安全教育の
充実

安全な学校
環境作り

https://docs.google.com/forms/d/16ybv7YfaiCOGMSacc8DWrL__fFqHOVMCzAEJdu6bjPw/edit#responses
https://docs.google.com/forms/d/16ybv7YfaiCOGMSacc8DWrL__fFqHOVMCzAEJdu6bjPw/edit#responses
https://docs.google.com/forms/d/16ybv7YfaiCOGMSacc8DWrL__fFqHOVMCzAEJdu6bjPw/edit#responses

